栄町プレミアム付商品券事業契約書

　栄町（以下「甲」という。）と〇〇〇（以下「乙」という。）は、栄町プレミアム付商品券取扱い要領に基づきプレミアム付商品券事業を実施するに当たり、次のとおり契約を締結する｡

第１条　乙は、甲からプレミアム付商品券の交付を受けた者(以下「利用者」という。)がプレミアム付商品券(以下「商品券」という。)を円滑に利用できるように努めるものとする｡

第２条　乙は、次に掲げる事項を順守しなければならない。
（１）利用者が利用期間中に商品券を持参した場合は、商品券額面分の商品等の販売を行うこと。
（２）商品券の額面に満たない利用に対するつり銭は、支払わないものとすること。
（３）利用者から受け取った商品券の裏面に店印を押印すること。
（４）裏面に既に押印がある商品券は、受け取りを拒否すること。
（５）偽造等の不正使用の疑いがあるときは、受け取りを拒否するとともに速やかに町に報告すること。
（６）商品券の交換・譲渡・売買・再利用は禁止する。
（７）甲が定めた規則等を順守すること。
（８）受け取った商品券の盗難・紛失は乙の責任とする。
（９）換金請求にあたっての商品券枚数の確定は、甲が点検した枚数を優先する。
第３条　乙は、利用者から提出のあった商品券に必要事項を記載し毎月取りまとめ、プレミアム付商品券請求書を毎月甲が指定する日までに提出するものとする。
２　商品券の換金請求期間は、令和元年１１月１日から令和２年３月３１日までとする。
ただし、土曜日及び日曜日、国民の休日に関する法律に規定する祝日を除く。
３　換金請求期間を過ぎた商品券の請求はできないものとする。
第４条　甲は、前条の規定による報告及び請求を受けたときは、速やかに請求金額を乙に支払うものとする。
第５条　この契約の有効期間は、令和元年１０月１日から令和２年３月３１日までとする。
第６条　この契約に定めるもののほか、事業に関し疑義を生じたときは、甲乙協議の上定めるものとする。
この契約の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自１通を保有する。
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